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飛
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で
る
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で
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ｄボタン
を押す
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町
で
は
、
が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ

り
住
民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
区
域
に
建
っ
て
い
る
危
険
住

宅
を
、
安
全
な
場
所
へ
移
転
促
進
す
る

た
め
「
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
危
険
住
宅
の
除
却
等

と
新
た
に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
も
含

む
）
に
要
す
る
借
入
額
の
利
息
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
が
け
崩
れ

の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
自
分
の
家

は
安
全
か
再
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
建
築
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■異様な山鳴りがする

■雨が降り続いているのに

　川の水位が下がる

■川の水が急に濁る

■異様なにおいがする

■崖から水が湧き出す

■崖に亀裂が入る

■崖から小石がパラパラ

　落ちてくる

■崖から異様な音がする

■沢や井戸の水が濁る

■地面にひび割れができる

■斜面から水が噴き出す

■家や塀などに亀裂が入る

■家や電柱などが傾く

【前兆現象】 【前兆現象】 【前兆現象】

■災害時の問い合わせ

○避難所に関すること
・総務課　　　　内線２２１５

・建設課　　　　内線２２５２
・耕地林業課　　内線２４３２

・町民環境課　　内線２１２７
・環境センター　内線２６１１
　　　　直通 ☎５３-００１３
・クリーンセンター　内線２６１３
　　　　直通 ☎５３-３１１１

さつま町役場

☎５３－１１１１

・九州電力㈱川内営業所
　　(コールセンター)
　　☎０１２０-９８６-８０２

○土砂災害に関すること

○環境衛生に関すること

○道路交通に関すること

○災害時要援護者避難支援窓口

○停電に関すること

おもな
非常持出品

●非常食

●ロープ

●ナイフ・缶切 ●乾電池

●筆記用具

●ティッシュペーパー ●貴重品
（通帳・印鑑・現金等）

●携帯ラジオ

●衣類・タオル ●雨具

●懐中電灯・ろうそく
　ライター

●飲料水

●緊急医薬品
　生活用品
（生理用品等）

レベル３「避難判断水位」は、避難の
目安として設けられた水位で、はん濫
の危険度が大きいことを表しますから、
一刻も早く避難する必要があります。

大雨の時などは役場、気象台、消防、

警察などの防災機関からの情報、テ

レビやラジオのニュースなどに十分

注意してください。

河川情報や避難情報に注意！

　
こ
れ
か
ら
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
災
害
の
発

生
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ
と
で
被
害

を
軽
減
さ
せ
、
い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大雨になるおそれ
雨が降り出す

大雨が降り続くと…

雨が強くなると…

さらに
激しい大雨が続くと…

普段から…

《非常事態》…

ただちに命を守る行動をとる
市町村からの避難勧告等に従い直ちに避難所に避難！
外出が危険なときは、家の中で少しでも安全な場所に移動！

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を
雨・風の影響を受けやすい地区・避難困難者は早めの行動！

自治体が発表する避難に関する情報に注意し、
必要に応じ速やかに避難！

気象情報の
変化に注意

備えは大丈夫？

特別警報が発表されていなくても
早め早めの行動を！

　冷静な判断が大事です
周囲の状況に応じた行動を！

「住居の位置」や「住居の構造」、「既に浸水が生じている状況なのか否か」
によって「自宅外避難」の必要性は異なりますので、冷静な判断が重要です。
災害から命を守ることができる行動を考えておきましょう。

川には水位の高さに応じた危険度のレベルがあります

はん濫の発生＝レベル５
堤防の決壊などにより、はん濫した時点でレベル５となります

４(

危
険)

３(

警
戒)

２(

注
意)堤

　
防

１

はん濫危険水位を超えると、
はん濫のおそれがあります
住民は避難を完了する段階です

レベル４

自治体は避難勧告などの発令を
検討する段階です
住民は避難判断をする段階です

レベル３

水防団は、待機を行う段階です

レベル１

自治体は避難準備情報の発令を
検討する段階です
住民は、はん濫に関する情報に
注意が必要な段階です
水防団は、出動する段階です

レベル２

避難行動の準備を行う
目安となる水位です

はん濫注意水位

避難判断水位
避難行動を行う

目安となる水位です

はん濫危険水位
堤防の決壊など重大な災害
発生のおそれがある水位です

水防団待機水位
水防団が水防活動を行う
ために待機する水位です

■水位
　危険レベル

レベル 水　位 自治体・住民に
求める行動

※危険度レベルは川内川の橋脚や護岸に表示してあります

災害災害に備えていますか？
～防災気象情報を活用して早めの避難を！～

★
　
気
象
台
の
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報
の
発
表
の
流
れ

イラスト
「気象庁提供」

・周りより低い場所など、危険箇所を把握

・避難場所や避難ルートを確かめておく

・気象情報や外の様子に注意

・非常用品や避難場所、避難ルートを確認

・災害に備えて、家の外の備えを点検

警 報

特別警報

警 報

特別警報

注意報注意報

気象情報はどこで分かる？気象情報はどこで分かる？
(1)テレビのデータ放送
　　(リモコンｄボタンの活用)
　 ①河川水位・雨量
   ②土砂災害情報
   ③大気汚染粒子拡散予測
   ④地震・津波情報　など

(2)インターネット
   (川内川河川事務所のホームページから)
　 http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/bousai/index.html
  
　『早よ見やん川内川』から
　 ①川内川流域水位
　 ②雨量観測所ごとの雨量
　 ③レーダーによる雨域の状況
　 ④ライブカメラによる河川の状況観察（虎居・   
　　 柏原・鶴田ダム）

(3)インターネット
　　(鹿児島県のホームページから)
　　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/index.html

　『危機管理・防災』から
　 ①気象情報
　 ②河川情報
　 ③土砂災害情報など

　テレビやインターネットで情報を取得できます。

■防災グッズの準備と定期点検

土石流斜面崩壊地すべり

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
　

　
　
　
　
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
！

お
住
ま
い
の

　
　
安
全
の
再
点
検
を

レベル３が

避難の目安

・福祉課　　 ☎５３-１２３４

・建設課　　　　内線２２５４
・県北薩地域振興局建設部　　　
　　　　　　 ☎２５-５６５５



上大迫 清澄（神奈川県）

十島 征五　（大阪府）

今西 智　　（大阪府）

久木野 令佳（東京都）

桑畑 昭彦　（霧島市）

杉元 龍太郎（神奈川県）

久木田 實守（神奈川県）

会田 渉　　（神奈川県）

郡山 尚子　（大阪府）

吉川 晶子　（京都府）

片岡 タル子（兵庫県）

水流 和行　（神奈川県）

栗岡 宏昭　（神奈川県）

黒田 清隆　（神奈川県）

窪田 ケイ子（兵庫県）

中村 彰男　（東京都）

石井 みどり（愛知県）

祝迫 祐樹　（愛知県）

石井 照江　（大阪府）

有村 宏喜　（大阪府）

愛甲 将剛（東京都）

三腰 信幸（兵庫県）

渕脇 忠夫（静岡県）

柳野 卓雄（千葉県）

市野 英司（兵庫県）

木下 靖　（東京都）

千成 篤博（愛知県）

前囿 利治（東京都）

前 義信（奈良県）

市来 雄二（大阪府）

南 正博（大阪府）

片山 賢三　（東京都）

鈴木 晴博　（鹿児島市）

久木留 輝彦（東京都）

川島 龍郎　（神奈川県）

有馬 和久　（東京都）

鮫島 良孝　（鹿児島市）

持橋 いくよ（東京都）

小島 滿郎　（東京都）

前田 愼一　（大阪府）

有馬 フミ子（京都府）

今東 成人　（大阪府）

５ 広報さつま ４広報さつま

　

町
で
は
平
成
18
年
の
県
北
部
豪
雨
災
害
を

教
訓
に
、
災
害
時
に
、
在
宅
で
心
身
が
不
自

由
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
、
家
族
の
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
、
自
力
で
の
避
難
が
難
し
い
方
を
地
域
で

支
え
合
う
「
災
害
時
要
援
護
者
（
登
録
）
制

度
」
を
平
成
20
年
度
か
ら
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
災
害
時
要
援
護
者
を
地
域

み
ん
な
で
見
守
り
、
災
害
の
発
生
時
又
は
予

想
さ
れ
る
時
、
地
域
避
難
支
援
者
が
一
緒
に

避
難
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
う
共
助
の
精
神

に
基
づ
い
た
地
域
活
動
で
す
。

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
で
く
い
止
め
る

た
め
に
、
地
域
で
の
日
頃
の
安
否
確
認
や
見

守
り
活
動
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

新
規
で
の
登
録
や
内
容
の
変
更
・
更
新
に

つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
公
民
会
長
も
し
く
は
民
生
委
員
を

通
じ
て
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
る
等
、

避
難
が
必
要
な
段
階
に
お
い
て
、
「
避
難
支

援
窓
口
」
を
福
祉
課
内
に
設
置
し
ま
す
。

　

対
応
電
話
は
、
☎
（
53
）
１
２
３
４
（
直

通
）
で
す
。

地　　区

合　　　　計

宮之城屋地１ ７ ４３ ５０

１１ ５４ ６５

１ ２ ３

４ ９ １３

２ ４ ６

０ ５ ５

３ ９ １２

１０ ２０ ３０

１ １１ １２

６ ２１ ２７

１８ ４８ ６６

３ １７ ２０

０ ５ ５

９ ２９ ３８

５ ２０ ２５

６ １５ ２１

１０ １４ ２４

１１ ３３ ４４

５ １８ ２３

１９ ４９ ６８

１３１ ４２６ ５５７

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

虎　　　居

時　　　吉

船　　　木

柊　　　野

平　　　川

湯　　　田

佐　　　志

山　　　崎

久　富　木

二　　　渡

白　男　川

泊　　　野

鶴　　　田

神　　　子

柏　　　原

紫　　　尾

求　　　名

中　津　川

永　　　野

男　性 女　性 合　計

　

水
道
事
業
と
は
、
安
心
・
安
全
で

良
質
な
水
道
水
を
安
定
し
て
お
届
け

す
る
地
方
公
営
企
業
と
し
て
営
む
事

業
体
で
す
。

　

「
地
方
公
営
企
業
」
は
、
都
道
府

県
や
市
町
村
が
経
営
す
る
企
業
で
す
。

水
道
を
通
じ
て
皆
様
の
暮
ら
し
を
支

え
る
と
い
う
、
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

経
営
は
法
律
に
よ
り
、
事
業
に
必

要
な
お
金
は
、
自
ら
用
意
し
、
事
業

を
運
営
し
て
い
く
と
い
う
「
独
立
採

算
制
」
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
水
を
継
続
し
て
供
給
す
る

た
め
に
は
、
施
設
の
建
設
改
良
費
用

と
通
常
業
務
の
管
理
費
用
（
維
持

費
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
「
水
道

水
を
蛇
口
ま
で
お
届
け
す
る
費
用
」

の
ほ
と
ん
ど
は
、
皆
様
か
ら
い
た
だ

く
「
水
道
料
金
」
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
に
と
っ

て
水
道
料
金
は
貴
重
な
財
源
で
す
。

○届出はお早めに ○水道料金は

○お支払いは口座振替が便利です ○私有地内で漏水を発見した場合

　町水道をご利用で転入・転出・転居をされる場合は、水
道の手続きが必要となります。手続きの際は、印鑑を持っ
て役場水道課までお越しください。なお、新しく水道を使
用される際は、開栓手数料（500円）が必要です。また、
使用者の名義を変更される場合は、名義変更届が必要とな
ります。
　水道工事関係につきましても、町の指定給水装置工事店
を通しての届出が必要になります。　　　　　

　口座振替は、納め忘れがなく便利で
す。口座振替を希望される方は、町内
の金融機関・ゆうちょ銀行（郵便局）
に備え付けの「口座振替依頼書」に記
入・押印のうえ、希望される金融機
関・ゆうちょ銀行（郵便局）にお申し
込みください。

　給水管（メーター器を除く）
は個人の所有財産になりますの
で、メーター器より手前でも個
人負担で修理をしていただくこ
とになります。町の指定給水装
置工事店に修理を依頼してくだ
さい。

　毎月１日から10日までの間にメータ
ー検針が行われ、下旬に納付書が発行
されます。納期限は当該月の末日まで
となっており、末日が休日の場合は翌
日までとなります。
（例　４月に使用された水道料金は５
月に請求）

　青森県鶴田町より寄贈された「ねぶた」を８月３日(日)

に実施される「さつま町夏まつり」で運行する予定です。

そこで、ねぶた運行で囃子方「太鼓、鉦、笛」・ハネト

（踊り）をやってみたいという方を募集します。

※氏名の掲載は、本町のふるさとさつま応援寄附金及びかごしま応援寄附金の平成25年４月
　から平成26年３月までの寄附者の中で、本人の了承のあった方のみです。（敬称略）

　未就学児のお子様については、金魚
ねぶたを作成し、踊りに参加できます。

　平成20年度から「ふるさと納税」制度がはじまり、県

全体では「かごしま応援寄附金」、本町では「ふるさと

さつま応援寄附金」として取り組んでおります。

　これらの寄附金につきましては、自らの創意工夫によ

る地域活性化対策や共生・協働による地域社会づくり活

動として、公民会や公共的団体等から提案された「地域

元気再生事業」等に活用させていただくこととしていま

す。今後も引き続きご支援をよろしくお願いいたします。

ふるさとさつま
　　　応援寄附金

（ふるさと納税）

５
５
７
人
が
登
録
中

災
害
時
要
援
護
者
制
度

登
録
状
況

登
録
等
は
公
民
会
長
や

　
民
生
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　

（
内
線
２
１
３
１
）

『登録状況』 平成26年５月１日現在　(単位：人）

「
お
い
し
い
な

　

 

だ
い
じ
な
お
水

　
　

 

ご
く
ご
く
り
」

６
月
１
日
～
７
日
は

　
第
56
回
水
道
週
間
で
す
。

◆お問い合わせ先　水道課　水道管理係　☎53-1111（内線2261）

■
水
道
事
業

　
　
　
　
と
は
…

■
独
立
採
算
制
が
原
則

■
水
道
料
金
は
貴
重
な
財
源

＜お申込み・お問い合わせ先＞
さつま町役場　企画財政課　企画係
　　　　　　☎53－1111（内線2224）

●ふるさとさつま応援寄附金　　　　　　　4,230,000円（29件）

●かごしま応援寄附金(さつま町指定分）　　 　510,927円（35件）

　次の皆様から寄附金をいただきました。ありがとうございました。

「地域元気再生事業」等に

活用させていただきます。

＜平成25年度の寄附金総額＞

「太鼓、鉦、笛、踊りに挑戦してみませんか?」

【対 象 者】平日夜の練習に参加できる方

　　　　　　（７月上旬から開始　週２回程度）

　　　　　　※ハネトは夏まつり本番前２回程度の練習

【申込期限】平成26年６月30日（月）

【申込方法】役場　企画財政課企画係へ住所、氏名、年齢、性別

　　　　　　及び電話番号を明記し、メール、ファックスにより

　　　　　　お申込みください。(申込様式任意、電話申込可)

　　　　　　メール：ki-kikaku@satsuma-net.jp
　　　　　　ＦＡＸ：52－3514（さつま町役場）

【お問い合わせ先】さつま町役場　企画財政課　企画係

　　　　　　　　　☎53－1111（内線2224）

募集!募集!募集!
かね

ルビ
あり

ルビ
あり

はやしかた



平成27年度から地籍
調査後の面積（登記
地積）12,345㎡が課
税面積になります

この記載例で見ると、地籍調査後の面積
（登記地積）が12,345㎡となっています
が、地籍調査前の面積（現況地積、課税
地積）である、1,234㎡で課税されてい
ます。

※上段と下段の数字が同じ
であれば、その土地の税額
は変わりません。

鹿児島県さつま町　　　平成26年度　　課税資産明細書

《例》固定資産税納税通知書と一緒に送付している課税明細書でご確認いただけます。

　　　

鹿
児
島
市
に
お
住
ま
い
に
な

ら
れ
て
い
た
塩
川
幸
子
様
が
平

成
24
年
７
月
に
逝
去
さ
れ
、
御

本
人
の
遺
志
に
よ
り
盈
進
小
学

校
へ
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

塩
川
様
は
、
教
諭
と
し
て
盈

進
小
学
校
へ
勤
務
さ
れ
た
経
験

が
あ
り
、
「
財
産
を
鹿
児
島
市

と
さ
つ
ま
町
の
教
育
振
興
に
役

立
て
た
い
」
と
遺
言
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
遺
言
執
行
者
５

名
が
来
町
さ
れ
寄
附
の
申
し
出

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
故
人
の
遺
志
に
従

い
、
児
童
の
教
育
振
興
の
た
め

の
Ｉ
Ｔ
機
器
（
電
子
黒
板
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
）
と
児
童
図
書

を
購
入
し
、
図
書
室
に
「
塩
川

文
庫
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
多

く
の
児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

７ 広報さつま ６広報さつま

　
さ
つ
ま
町
で
は
こ
の
春
、
健
康
布

団
（
器
具
）
や
シ
ロ
ア
リ
工
事
な
ど

訪
問
販
売
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

周
囲
の
方
が
い
ち
は
や
く
気
づ
か
れ

て
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き
を
と

っ
た
た
め
、
払
っ
た
お
金
は
返
金
さ

れ
ま
し
た
。

①
訪
問
販
売
は
、「
不
意
打
ち
的
に
」

勧
誘
さ
れ
る
た
め
、
自
分
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
か
、
契
約
の
内
容
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
の
か
冷
静
に
判
断

す
る
こ
と
が
難
し
い
。

②
家
庭
や
一
時
的
な
店
舗
な
ど
、
閉

鎖
的
な
場
所
で
の
取
引
の
た
め
、
自
由

に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
び
に
く
い
。

　
こ
の
た
め
、
法
律
で
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
「
頭
を

冷
や
す
」
と
い
う
意
味
で
、
消
費
者

が
冷
静
に
判
断
す
る
た
め
の
期
間
を

設
け
て
、
も
し
必
要
が
な
か
っ
た
ら
、

消
費
者
の
側
か
ら
一
方
的
に
契
約
を

や
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
る
と
、
契
約

は
、
は
じ
め
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

な
り
、
受
け
取
っ
た
商
品
は
業
者
の

負
担
で
引
き
取
ら
れ
、
払
っ
た
お
金

は
全
額
返
還
さ
れ
ま
す
。
損
害
賠
償
や

違
約
金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
や
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
催
眠
商
法
（
ハ

イ
ハ
イ
学
校
）
も
訪
問
販
売
に
含
ま

れ
ま
す
。

　
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
に
合
わ
な

い
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

①
必
要
な
か
っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
断
る
。

②
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
。
契
約
は

　
慎
重
に
結
ぶ
。

　
次
回
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い

て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
談
窓
口
　

　
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）

（
平
成
26
年
５
月
13
日
認
定
）

虎居

果樹

高品質果実の生産に

取り組む！

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

永野

生産牛＋水稲

優良子牛の生産が

できるように

内山　千恵子（22歳）久保　翔（27歳）

求名

生産牛＋水稲

足腰の強い牛づくり

下境田　寿一（56歳）

　
５
月
13
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
３
経
営
体
が
認
定
農
業
者
に
認

定
さ
れ
、
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
認
定
農
業
者
数
は
、
同
日
現
在
で
個
人
経
営
体
１
８
７
、
組

織
経
営
体
35
、
合
計
２
２
２
経
営
体
で
す
。

　認定農業者制度は、意欲ある農業者が「私はこの町でこういう農業がやりたい」という考えと、

経営を計画的に改善するために作成した「農業経営改善計画」を示し、町がその考え方・意欲を

認め、地域全体で経営目標の実現を図るための環境づくりを進めることを目的としています。

　認定農業者に対しては、関係機関が各種支援策を集中的・重点的に実施します。

　
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る
固
定

資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
登

記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
る
面
積

（
登
記
地
積
）
に
よ
り
評
価
し

て
課
税
す
る
こ
と
が
原
則
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
固
定
資
産
評
価
基
準

に
設
け
ら
れ
て
い
る
例
外
規
定

を
適
用
し
、
町
内
全
て
の
地
籍

調
査
が
完
了
す
る
ま
で
、
地
籍

調
査
前
の
面
積
で
課
税
す
る
と

い
う
取
扱
い
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
（
地
籍
調
査
前
の
面
積
よ

り
減
少
し
た
場
合
は
、
地
籍
調

査
後
の
面
積
で
課
税
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
旧
薩
摩
町
地
区
に

つ
い
て
は
、
地
籍
調
査
及
び
登

記
が
完
了
し
て
い
る
た
め
、
す

で
に
地
籍
調
査
後
の
面
積
で
課

税
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
平
成
26
年
度
に
、
町
内
の
地

籍
調
査
の
登
記
が
完
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
、
原
則
ど
お
り

地
籍
調
査
終
了
後
の
登
記
地
積

（
地
籍
調
査
後
の
面
積
）
に
よ

る
課
税
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
年
内
に
対
象
者
宛
に
概
算
の

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
予
定

額
を
示
し
た
通
知
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　
課
税
面
積
の
変
更
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
が

増
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
税
務
課
　
資
産
税
係

　
（
内
線
２
１
１
６
）

授業で活用している電子黒板など

図書室に設置された「塩川文庫」コーナー

　５月９日、「スリーウッドひかり」におい
て、平成26年度のさつま町観光特産品協
会総会が開催されました。
　事業報告では、一年間の活動を振り返
り、決算や新年度の予算活動計画が承認
されました。また、役員改選も行われ理事
30人の中から会長・副会長２人を互選し
ました。(敬称略)
■会　長　山本　求道
　副会長　櫛山　武司・手塚　良平

総
会
の
様
子

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

第
１
回

訪
問
販
売
の
特
徴

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

　
　
　
　
制
度
と
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
|

０
６
４
|

３
７
０

（
身
近
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
全
国
共

　
通
の
消
費
生
活
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
）

訪
問
販
売
に

　

気
を
つ
け
よ
う
！ こ

ま
っ
ち
ゃ
ん
の
消
費
生
活
・
基
礎
講
座

出
前
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

只
今
実
施
中
！　

受
付
中
！

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

５月子牛せり市結果　期日：５月14日(水)～15日(木） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 288 161,515,000 1,131,000 560,816 288

310

300

589,672

576,906

869,000

1,131,000

214,051,000

375,566,000

363

651

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対４月分）

  22,808円高値

  18,470円高値

　  18,714円高値

盈
進
小
へ
寄
附

故

塩
川
幸
子
様
よ
り

町観光特産品協会総会

新役員決まる

平
成
27
年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税

登
記
地
積
（
地
籍
調
査
後
の
面
積
）
で
の
課
税
を
行
い
ま
す

■
登
記
地
積
（
面
積
）
に

　
　

よ
る
課
税
が
原
則
で
す

■
平
成
26
年
度
に

　

地
籍
調
査
完
了
予
定　

■
対
象
者
へ
は

　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

知って
 得する



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

鳥
獣
被
害
対
策

　
　
　
　
懇
談
会

石
原
環
境
大
臣
へ
要
望

宮
之
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

図
書
購
入
費
贈
呈

将
来
の
郷
土
を
担
う

青
少
年
の
健
全
育
成
を

薩
摩
剣
志
館
剣
道
大
会

関
西
か
ご
し
ま

　
　
フ
ァ
ン
デ
ー

「
第
10
回
記
念
大
会
」

　
　
盛
大
に
開
催
！

女
流
読
売
大
賞
受
賞

上
野
美
奈
子
さ
ん

　

町
で
は
１
０
５
歳
・
１
１
０
歳

に
到
達
さ
れ
た
方
の
長
寿
を
祝
い
、

敬
老
の
意
を
表
す
る
た
め
に
記
念

品
を
贈
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
オ
リ
エ
に
入
所
さ
れ
て
い
る

肱
岡
ヒ
ロ
さ
ん
が
３
月
に
１
０
５

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

ご
家
族
や
施
設
の
職
員
に
見
守
ら

れ
る
中
で
、
日
髙
町
長
が
家
紋
入

り
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

肱
岡
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
長
生

き
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
、
三
味
線
を
ひ

き
な
が
ら
ハ
ン
ヤ
節
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
長
生
き
の
秘
訣
は
、
よ

く
歩
く
こ
と
と
ご
飯
を
食
べ
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
肱
岡
さ
ん

　
　
　
　

（
右
か
ら
２
人
目
）

１
０
５
歳

祝
肱
岡
ヒ
ロ 
さ
ん

８広報さつま９ 広報さつま

　

４
月
27
日
、
大
阪
京
セ
ラ
ド
ー

ム
に
お
い
て
、
関
西
鹿
児
島
県
人

会
総
連
合
会
主
催
の
「
第
10
回
記

念
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
産
観
光
展
に
は
、
約
２
３
０

の
企
業
・
団
体
か
ら
３
１
７
ブ
ー

ス
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
軸
屋
酒
造
㈱
・

農
事
組
合
法
人
「
梅
香
丘
」
・
北

さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
久
富
木

べ
っ
ぴ
ん
市
場
・
H
e
l
l
o
さ

つ
ま
・
さ
つ
ま
町
観
光
特
産
品
協

会
が
出
展
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
入
場
者
が
最
多
の
３

万
６
千
人
で
、
販
売
に
は
関
西
さ

つ
ま
会
（
市
野
英
司
会
長
）
か
ら

十
数
名
に
応
援
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
売
れ
行
き
も
絶
好
調
で
、

例
年
よ
り
も
早
く
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
稲
盛

和
夫
会
長
と
知
事
、
各
首
長
の
あ

い
さ
つ
及
び
観
光
大
使
と
ゆ
る
キ

ャ
ラ
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
歌
手
の

島
津
悦
子
さ
ん
、
川
中
美
幸
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
等
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。　

　

第
30
回
読
売
女
流
書
法
展
が
開

催
さ
れ
、
九
州
各
地
よ
り
約
１
５

０
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
宮
之
城

屋
地
地
区
の
上
野
美
奈
子
さ
ん

（
雅
号
＝
溪
城
）
が
女
流
読
売
大

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
賞
は

２
年
前
に
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
歳
の
時
に
友
人
に
誘
わ
れ
て

書
道
教
室
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
書
道
を
始
め
た
そ
う
で
、

現
在
、
篆
書
を
専
門
と
し
、
書
道

の
作
品
展
に
年
間
７
〜
８
回
出
品

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
野
さ
ん
は
、
「
書
道
を
毎
日

続
け
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
今

後
も
コ
ツ
コ
ツ
書
き
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
書
道
は
難
し
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

気
軽
に
楽
し
く
で
き
る
の
で
ぜ
ひ

始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
「
人
権
の
花
」
運

動
開
会
式
が
平
川
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
児
童
へ
人
権
擁
護

委
員
よ
り
目
録
と
ひ
ま
わ
り
の
種

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、

人
権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
児
童

が
協
力
し
な
が
ら
育
て
る
こ
と
で
、

思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
も
ら
お

う
と
昭
和
60
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
市

來
葵
さ
ん
は
、
「
人
権
の
花
を
世

話
し
て
相
手
へ
の
思
い
や
り
や
優

し
さ
を
学
び
、
花
い
っ
ぱ
い
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
平
川
小
学
校
で
あ

く
ま
き
作
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
あ
く
ま
き
作
り
は
昨
年
に
続

い
て
２
回
目
で
、
５
・
６
年
生
10

人
が
平
川
地
区
の
今
村
さ
ん
と
和

泉
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

児
童
は
灰
汁
に
浸
け
た
餅
米
を
、

お
椀
一
杯
分
竹
皮
に
入
れ
て
皮
を

巻
き
、
約
３
時
間
煮
込
み
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
あ
く
ま
き
は
、

全
校
児
童
で
試
食
を
行
い
、
「
お

い
し
い
ね
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

作
っ
た
あ
く
ま
き
は
２
本
ず
つ

家
に
持
ち
帰
り
、
家
庭
で
も
手
作

り
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
環
境
省
で
「
鳥
獣

被
害
対
策
に
関
す
る
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
、
日
髙
町
長
が
出
席
し

て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
夜
間
の
銃
使

用
解
禁
や
ワ
ナ
猟
免
許
の
取
得
年

齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
な
ど
の

鳥
獣
保
護
法
の
改
正
に
つ
い
て
意

見
を
聞
く
も
の
で
、
全
国
か
ら
３

人
の
知
事
、
５
人
の
市
町
長
、
環

境
省
か
ら
石
原
大
臣
ら
が
出
席
し
、

各
地
の
鳥
獣
被
害
の
深
刻
な
状
況

や
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
う
も
の
で
す
。

　

会
で
は
、
各
自
治
体
が
様
々
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
被
害
が

減
ら
な
い
こ
と
、
捕
獲
者
減
少
や

捕
獲
個
体
の
有
効
活
用
へ
の
課
題

等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
日
髙

町
長
は
、
「
被
害
が
大
き
く
農
家

の
生
産
意
欲
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
生
態
系
、

国
土
保
全
な
ど
、
地
域
振
興
上
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
鳥
獣
被

害
対
策
に
さ
ら
な
る
予
算
措
置
を

お
願
い
し
た
い
。
」
と
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
白
男
川
小
学
校
で

宮
之
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ

る
図
書
費
贈
呈
が
行
わ
れ
、
池
田

会
長
よ
り
図
書
委
員
に
目
録
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
毎

年
町
内
の
小
規
模
校
に
図
書
費
を

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
男
川
小
で
は
、
毎
日
読
書
の

時
間
を
設
け
て
本
に
親
し
ん
だ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
親
子
読
書
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
ん
で
読
む
よ
う
な
本
を
購

入
し
、
読
書
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
そ
う
で
す
。

　　　

４
月
26
日
、
さ
つ
ま
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
て
「
薩
摩
剣
志

館
創
立
40
周
年
記
念
剣
道
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
薩
摩
剣
志
館
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
40
周
年
を
記

念
し
、
剣
道
を
通
じ
て
青
少
年
の

気
力
・
体
力
・
技
術
の
向
上
を
図

り
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
目
的

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
創
立
当
初
か
ら

の
指
導
者
「　

國
健
一
郎
先
生
」

が
、
40
年
間
の
歩
み
と
選
手
へ
の

激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
小
・
中
学
生
の
団
体
戦

（
53
チ
ー
ム
）
と
個
人
戦（
54
人
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
中
学

生
は
、
地
区
総
体
の
前
哨
戦
と
い

う
意
味
合
い
か
ら
、
白
熱
し
た
試

合
展
開
と
な
り
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

■
大
会
結
果
（
町
内
参
加
者
）

団
体
戦
（
小
学
校
の
部
）

・
第
３
位

　

盈
進
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

個
人
戦
（
小
学
校
の
部
）

・
優
勝　

木
場　

友
哉

（
鶴
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

・
第
３
位　

今
西　

星
斗

（
盈
進
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

白熱した試合が展開されました

目録を手にする池田会長と図書委員

被害対策について要望する日髙町長（写真中央）

児童代表のことばを述べる市來さん

受賞を喜ぶ上野さん

餅米を入れた竹皮を包む様子

さつま町のブースは大人気！会場はたくさんのお客さんが訪れました

※
篆
書
と
は
…
漢
字
の
書
体
の
一
つ
。

最
古
の
時
代
に
で
き
た
文
字
の
基
本

の
形
。
漢
字
は
篆
書
、
隷
書
、
草
書
、

行
書
、
楷
書
か
ら
な
る
。

平
川
小
学
校

花
を
育
て
て

　
心
を
豊
か
に

平
川
小
５
・
６
年
生

あ
く
ま
き
作
り

ひ
じ
お
か

け
い
じ
ょ
う

ルビ
あり

ルビ
あり

ルビ
あり

ルビ
あり

あ
お
い

て
ん
し
ょ

※

あ   

く



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト

防
犯
灯
を
町
へ
寄
贈

フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ
㈱

壮
年
ソ
フ
ト
開
催

親
睦
を
深
め
る

佐
志
小
で
凧
揚
げ
交
流

鶴
凧
の
会

日
本
特
殊
陶
業
㈱
　

鹿
児
島
宮
之
城
工
場

操
業
40
周
年
を
祝
う

家
族
連
れ
で
賑
わ
う

北
薩
広
域
公
園

竹
細
工
作
り
大
人
気

工
芸
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

Ａ
パ
ー
ト

優
　
勝

宮
之
城
屋
地

神
子

求
名
・
平
川

永
野

久
富
木

佐
志
・
山
崎

Ｂ
パ
ー
ト

準
優
勝

第
三
位

記念品の
薩摩切子

10広報さつま11 広報さつま

　

倉
内
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い

る
フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社

よ
り
、
町
へ
防
犯
灯
10
基
の
寄
贈

申
し
出
が
あ
り
、
５
月
16
日
に
町

長
室
で
受
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
同
社
の
齋
藤
太
誉
代

表
取
締
役
社
長
が
、
「
地
域
の
安

全
を
守
る
防
犯
灯
と
し
て
の
役
目

の
ほ
か
、
有
事
の
際
に
は
非
常
灯

と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
寄
贈
に
至
っ
た
経
緯
や

地
域
貢
献
に
対
す
る
熱
意
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社

は
、
東
京
都
の
日
本
フ
ォ
ー
ム
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
子
会
社
と
し

て
平
成
15
年
よ
り
本
町
に
進
出
、

現
在
20
人
を
雇
用
し
、
主
に
液
晶

モ
ニ
タ
ー
の
取
付
金
具
や
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
架
台
な
ど
を
製
造
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
人
感

セ
ン
サ
ー
付
き
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
で
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
バ
ッ
テ
リ
ー

が
搭
載
さ
れ
た
電
源
を
必
要
と
し

な
い
製
品
で
あ
り
、
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
な
ど
町
内
の
社
会
教
育
施

設
７
か
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

第
28
回
宮
之
城
三
校
関
東
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
４
月
５
日
に
茨

城
県
常
陸
大
宮
市
マ
ナ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
宮
高
、
宮
農
の
卒
業
生
等

29
人
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
メ
ー
ト
ル
程
の
横
風
が
吹
く

悪
条
件
の
中
、
優
勝
は
、
な
ん
と

宮
高
２
期
生
で
81
歳
の
山
元
殖
さ

ん
（
藺
牟
田
出
身
）
、
準
優
勝
は
、

ス
コ
ア
83
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
の
中

村
彰
男
さ
ん
（
佐
志
出
身
）
で
し

た
。

　

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
宴
会
は
、

想
像
以
上
に
盛
り
上
が
り
、
例
年

以
上
の
請
求
に
幹
事
も
び
っ
く
り

さ
れ
た
模
様
。
次
回
は
、
10
月
４

日（
土
）に
開
催
。多
く
の
参
加
者

で
関
東
支
部
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
部
総
会
は
８
月
30
日

（
土
）
に
決
定
し
、
同
日
に
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
も
実
施
し
ま
す
。

　

関
東
か
ら
も
前
会
長
の
松
阪
さ

ん
を
は
じ
め
数
名
の
方
が
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
今
後
、
各
支

部
長
を
通
じ
コ
ン
ペ
・
総
会
へ
の

参
加
依
頼
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
元
唯
一
の
高
校
（
薩
摩
中
央
）

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

　
寄
稿
（
三
校
同
窓
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
薗
田
武
徳
さ
ん
）

　

５
月
19
日
、
本
町
の
友
好
交
流

都
市
で
あ
る
青
森
県
鶴
田
町
か
ら

今
年
で
25
周
年
を
迎
え
た
鶴
凧
の

会
の
会
員
８
人
が
佐
志
小
学
校
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
会
員
か
ら
鶴
凧
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、そ
の

後
テ
ス
ト
飛
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

凧
揚
げ
で
は
、
児
童
が
釣
竿
を

持
っ
て
校
庭
を
一
生
懸
命
走
る
と
、

鶴
凧
は
空
高
く
舞
い
上
が
り
、
そ

の
姿
は
本
物
の
鶴
の
よ
う
で
、
児

童
か
ら
は
拍
手
や
歓
声
が
起
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
凧
揚
げ
に
使
っ
た
鶴
凧

５
基
は
、
小
学
校
へ
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
の
鹿

児
島
宮
之
城
工
場
が
操
業
40
周
年

を
迎
え
、
５
月
１
日
に
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京

セ
ラ
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
同
社
の
尾
堂
真
一
代

表
取
締
役
社
長
や
同
社
関
係
者
、

布
袋
嘉
之
副
知
事
、
日
髙
町
長
の

ほ
か
約
１
４
０
人
が
出
席
し
、
同

社
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

り
な
が
ら
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
社
鹿
児
島
宮
之
城
工

場
は
、
昭
和
49
年
に
進
出
し
て
以

来
、
生
産
数
量
の
増
加
と
と
も
に

工
場
の
増
設
が
行
わ
れ
、
自
動
車

用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
一
貫
生
産

が
可
能
な
工
場
と
し
て
、
生
産
量

で
は
世
界
一
の
工
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
も
約
７
０
０
人

雇
用
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発
展
と

雇
用
促
進
に
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
進
出
の

感
謝
の
意
と
今
後
の
更
な
る
発
展

を
祈
念
し
、
日
髙
町
長
か
ら
尾
堂

社
長
へ
、
本
町
伝
統
工
芸
品
の
薩

摩
切
子
が
記
念
品
と
し
て
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、

宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
で
工

芸
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
が
竹
細
工

（
竹
と
ん
ぼ
・
風
車
・
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
）
作
り
を
指
導
し
、
子
供
た

ち
は
自
分
で
作
っ
た
竹
と
ん
ぼ
を

飛
ば
し
て
風
船
を
割
る
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
に
は
、
た
け
の
こ
鍋
と

お
に
ぎ
り
が
来
場
者
に
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
４
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大

会
」
に
九
州
代
表
と
し
て
出
場
し

た
、
さ
つ
ま
町
文
化
協
会
装
道
会

の
南
結
莉
乃
さ
ん
（
高
校
３
年
・

宮
中
卒
）
、
藤
野
千
愛
さ
ん
（
高

校
３
年
・
宮
中
卒
）
が
振
袖
の
部

で
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
、
南
雛
奈
乃

さ
ん
（
宮
之
城
中
１
年
）
が
子
供

の
部
で
４
位
と
活
躍
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
き
も
の
着

装
、
帯
結
び
の
仕
上
が
り
と
手
さ

ば
き
を
重
点
に
、
言
葉
づ
か
い
・

容
姿
・
立
居
振
舞
・
情
緒
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

上
村
幸
子
さ
ん
の
指
導
の
も
と

３
人
は
落
ち
着
い
て
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

竹細工作りは大人から子供まで大人気 竹馬乗りに挑戦

左から南(雛)さん、南(結)さん、藤野さん

握手する尾堂社長と日髙町長

子供と触れ合う
さつまるちゃん

ミニＳＬ　シュッポッポ!! ハチマキ完成!!カッコいいでしょ

ハチマキ完成!!カッコいいでしょ

鶴凧を持ち、児童に説明する会員の秋庭さん(中央）

参加者全員での記念撮影

防犯灯を手にする齋藤社長と日髙町長

晴天の中、気持ちよくプレーできました

　

５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４

日
間
、
北
薩
広
域
公
園
春
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
日
替
わ
り
で
、
公

園
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

試
乗
会
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
芸

能
発
表
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
巨
大
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
や
足
湯
な
ど
も
多
く
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
さ
つ
ま
る
ち

ゃ
ん
」
も
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
、

子
供
た
ち
と
写
真
を
撮
っ
た
り
と

大
忙
し
で
し
た
。

九
州
代
表
で
３
人
出
場

三
校
卒
業
生

　

ゴ
ル
フ
で
交
流

宮
高
２
期
生
が
優
勝

　

５
月
11
日
、
晴
天
の
中
、
18
公

民
館
が
参
加
し
、
第
10
回
区
公
民

館
対
抗
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
宮
之
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
中
心
世
代
で
あ
る
40

歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
若
々
し
い

動
き
を
見
せ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
推

進
と
各
公
民
館
と
の
親
睦
を
深
め

る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
参
加
も
あ
り
、
大
会
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

※
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
…

　

ハ
ン
デ
な
し
の
最
も
良
い
ス
コ
ア

た
か
よ
し

し
げ
る

ゆ　

り　

の

ち
さ
と

ひ　

な　

の

つ
る
た
こ

ルビ
あり



・
た
っ
た
一
本
を
掘
る
の
に
、
と
て
も
苦
労

し
た
。

・
た
け
の
こ
が
一
日
に
60
㎝
も
伸
び
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
び
っ
く
り
し
た
。

・
た
け
の
こ
に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
て
詳
し

く
な
り
た
い
。

３年生の感想
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ソーダくんは、いつも腹

ぺこ。にょろーっとスト

ローのばしていくと…。

音と色で楽しむユーモラ

スな食べ物絵本。

カササギはともだちのネズミから、

ビー玉をもらったけれど……。

モノがあふれている今、本当に大

切なものはなにかな？

「かないくん」
谷川 俊太郎 作
松本 大洋 絵

（東京糸井重里事務所）

「四季をあじわう
　心が育つおはなし」

主婦の友社 著
（主婦の友社）

「逆境を笑え
野球小僧の壁に立ち向かう方法」

川﨑 宗則 著
（文藝春秋）

「てるてるぼうず」
おぐま こうじ 作
（くもん出版）

「はらぺこソーダくん」
　岩田 明子 作（佼成出版社）

「よくばりなカササギ」
　I.C.スプリングマン 文
　ブライアン・リーズﾞ 絵
　どい あきふみ 訳（徳間書店）

健
康
さ
つ
ま
21　

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

【屋地楽習館図書室】 【鶴田中央公民館図書室】

【こども図書館】

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
中
に
「
テ
レ

ビ
」
、
「
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
」
、
「
携
帯
電
話
」
、
「
ゲ
ー

ム
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
退
屈
さ
せ
な
い
メ

デ
ィ
ア
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
本
来
、
身
体
を
動
か
し
て

遊
ぶ
こ
と
で
、
想
像
す
る
力
や
人
と
関
わ
る

力
な
ど
学
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

こ
の
あ
ふ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
生
活
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
発
達
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
人
と
の
交
流
を
始
め
た
ば
か
り
の
乳
児

期
の
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
、
「
テ
レ
ビ
」

や
「
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
」
、
「
携
帯
電
話
」
と
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
相
手
（
テ
レ
ビ
の
中
の
人

や
対
象
）
と
生
き
生
き
と
し
た
気
持
ち
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
展
開
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

情
報
を
受
け
身
で
受
け
取
る
だ
け
に
な
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
は
赤
ち
ゃ
ん
に
、
心
を
込
め
て

名
前
を
呼
ん
で
語
り
か
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
よ
り
も
、
ま
ず
は
身
近
な
大
人
と
た

く
さ
ん
触
れ
合
い
、
心
の
交
流
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
本
小
児
科
医
会
の
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ

ア
」
対
策
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
人
々
に
、
次
の
よ
う
に
、
現
代

の
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
を
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
も
う
一
度
家
庭
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て

の
意
識
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

た
け
の
こ
掘
り
の
様
子　

　
　
　
　
　
　

（
３
年
生
）

▲

教
育
活
動
の
紹
介
⑦

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

①
２
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
視
聴
は
控

　

え
ま
し
ょ
う
。

②
授
乳
中
、
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
の

　

視
聴
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す
る
総
時
間

　

を
制
限
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

１
日
２
時
間
ま
で
を
目
安
と
考
え
ま
す
。

④
子
ど
も
の
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
置
か
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
保
護
者
と
子
ど
も
で
メ
デ
ィ
ア
を
上
手
に

　

利
用
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

　５月３日（土）に鶴田中央公民館で
「お話の部屋スペシャル」を開催しました！
「子どもの日」にちなんで「こいのぼり」の歌を
歌ったり、「母の日」や「ホタル」など、季節の
題材を描いた絵本や紙芝居の読み聞かせを行い、
さつまるちゃんも一緒に楽しい時間を過ごすこと
が出来ました。
　次回は８月に屋地楽習館で開催予定です。ぜひ
お越しください！

　町図書室では、本(書籍)以外に雑誌も購入してい

ます。今年度から、屋地楽習館図書室とこども図書

館に右の雑誌が新しく入りました！他の雑誌同様、

ぜひご利用ください！

※各雑誌の最新号については、館内閲覧のみ（貸出

不可）となっていますのでご了承ください。バック

ナンバーは貸出できます。

九州密着の山歩き＆野遊び専門誌。四季折々の九州の

山と自然の魅力をもっと知りたいという方へおすすめ

の雑誌です。(屋地楽習館にあります。)

布のある暮らしを楽しむためのハンドメイド雑誌。可愛い

小物や雑貨を中心に、手作りの楽しさを写真・イラストを

使って紹介しています。(こども図書館にあります。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館          ☎57-1202

　　　　　　　　　・屋地楽習館図書室　      ☎53-1994    　　　　・鶴田中央公民館図書室　☎59-2022(代表)　

雑誌もあります！

「COTTON TIME」（主婦と生活社・年６回発行）

「季刊　のぼろ」(西日本新聞社・年４回発行）

新着本新着本

★お話の部屋スペシャルを
　　　　　　　開催しました！

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
予
防
は
乳
幼
児
か
ら

５
つ
の
提
言

（参考：一般社団法人 日本小児科医会、ぎょうせい出版 続発達がわかればパパもママも発達が見える）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
３
３
）

見
直
し
ま
し
ょ
う
　
メ
デ
ィ
ア
漬
け

あ
ふ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

大
人
と
の
触
れ
合
い
が
大
切
！

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教
師

や
保
護
者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ
や
か

に
育
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　　　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
３
年
生
の
「
み
や
ん
じ

ょ
の
竹
名
人
」
の
学
習
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
21
日
、
３
年
生

が
二
渡
に
あ
る
「
竹
の

子
村
」
に
行
き
、
た
け

の
こ
掘
り
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
た
け
の
こ
掘
り
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、

く
わ
を
使
っ
て
の
作
業

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

何
と
か
た
け
の
こ
を
掘

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
は
、

山
崎
の
特
産

品
で
あ
る
た

け
の
こ
に
つ

い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

今
後
も
、

さ

ら

に

工

夫
・
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
山
崎
の
よ
さ
を
知
り
、
山
崎
を
愛

す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
小
学
校

郷
土(

山
崎)

を
愛
す
る

心
を
育
て
る
活
動(

さ
つ
ま
学)

▲たけのこ掘りの様子（３年生）

▲田植えの様子（５年生）

　

山
崎
小
学
校
で
は
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て

る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
（
さ
つ
ま
学
）

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
は
、
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
郷
土

に
関
す
る
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
表
は
、

学
年
ご
と
の
テ
ー
マ
で
す
。

３
年
「
み
や
ん
じ
ょ
の
竹
名
人
」 

４
年
「
み
ん
な
は
川
内
川
博
士
」

５
年
「
作
ろ
う
　
ぼ
く
ら
の
旨
米
」

６
年
「
さ
つ
ま
情
報
局
」

う
ま
い

ルビ
あり



今
月
の
納
税
な
ど

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
診
査
日
程
【
６
・
７
月
分
】

心
配
ご
と
相
談
所

税
の
納
入
は
口
座
振
替
が

      

安
心
・
便
利
で
す

重
度
心
身
障
害
者

　
　
医
療
費
助
成
制
度

事
業
主
の
皆
様
へ
　
　
　

６
月
20
日
か
ら

　
高
卒
求
人
受
付
開
始

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

 

河
川
愛
護
月
間

【
５
月
21
日
～
６
月
20
日
】

子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

14広報さつま15 広報さつま

　
　

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す

の
で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び

質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）・

配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）・
基
礎
年

金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場

本
庁
町
民
環
境
課
町
民
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

　

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

　

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

　

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

　

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

　

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

　

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

　

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

　

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

　

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

　

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　
（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
川
内
年
金
事
務

所（
☎（
22
）５
２
７
６　

自
動

音
声
案
内
）
、
役
場
本
庁
町
民

環
境
課
町
民
係
、
各
支
所
町
民

福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n/w
w
w
/index.htm
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■
相
談
日
時
　

　

６
月
26
日
（
木
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場　

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

　

い
き
い
き
学
習
室

■
申
込
期
日
　

　

６
月
19
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
先

　

町
民
環
境
課　

町
民
係

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
亡
く
な
っ
た
方
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月

か
ら
は
、
国
民
年
金
に
加
入
さ

れ
て
い
た
妻
が
亡
く
な
っ
た
場

合
に
、
「
子
の
あ
る
夫
」
に
も

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
の

死
亡
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
環
境
課　

町
民
係

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　

５
月
21
日
か
ら
６
月
20
日
は

河
川
愛
護
月
間
で
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
流
れ
て
い
る
河
川
を

み
ん
な
で
大
切
に
し
、
き
れ
い

な
河
川
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ

と
を
再
認
識
す
る
た
め
の
期
間

で
す
。

　

さ
つ
ま
町
が
今
取
り
組
ん
で

い
る
『
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
』
で
も
、
川
内
川
の
水

質
悪
化
を
少
し
ず
つ
で
も
改
善

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
河
川
の
沿

線
に
住
む
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
遣
い
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
み
ん
な

で
河
川
に
つ
い
て
考
え
、
ご
み

を
拾
う
・
水
を
汚
さ
な
い
な
ど

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

《
わ
た
し
た
ち
の
川
に
愛
を
》

○
ご
み
は
川
な
ど
に
捨
て
ず
に

　

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
な
ど
で
発
生
し
た
油
や

　

汚
れ
物
は
、
河
川
に
流
さ
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
川
に
生
息
す
る
生
き
物
を
大

　

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
川
を
み
ん
な
で
美
し
く
保
つ

　

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
河
川
及
び
道
路
愛
護
運
動
実

施
団
体
に
つ
い
て
は
、
配
布
し

て
あ
り
ま
す
『
実
施
報
告
書
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

土
木
管
理
係

　

（
内
線
２
２
５
５
）

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
10
生
）
健
診

　

６
月
18
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
10
生
）
育
児
相
談

　

６
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
23
．
４
生
）
健
診

　

６
月
25
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
３
生
）
歯
科
健
診

　

７
月
３
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

７
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
２
生
）
健
診

　

７
月
９
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付　

・
６
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
７
月
14
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

６
月
18
日
（
水
）　
　
　
　

　

６
月
25
日
（
水
）

　

７
月
３
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

７
月
１
日
（
火
）

　

７
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
さ
つ
ま
町
役
場
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

７
月
11
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　
（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　　

口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
い

た
だ
け
れ
ば
、
納
付
の
た
め
に

金
融
機
関
に
行
く
必
要
も
な
く
、

納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
忙
し
く
て
、
納
め
に
行
く
暇

が
な
い
‥
。
」
と
い
う
方
に
は
、

安
心
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
や
軽
自
動

車
の
名
義
を
変
更
す
る
と
、
名

義
変
更
さ
れ
た
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

新
た
な
名
義
人
の
方
が
、
再

度
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
手
続
き
は
、
町

内
の
各
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

通
帳
・
通
帳
印

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　
　

（
内
線
２
１
１
３
）

・
町
県
民
税
第
１
期

【
納
期
限
６
月
30
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　　

重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
保

持
増
進
を
図
る
た
め
、
対
象
者

の
医
療
に
要
し
た
費
用
の
自
己

負
担
分
が
助
成
さ
れ
る
制
度
で

す
。

■
対
象
者
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

う
ち
、
手
帳
の
級
が
次
に
該
当

す
る
方
で
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

　

は
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
、

　

Ｂ
１
で
Ｉ
Ｑ
35
以
下

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ

　

療
育
手
帳
Ｂ
１

■
助
成
を
受
け
る
に
は

　

登
録
と
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限
は
診
療
月
の
翌
月
か

ら
６
か
月
以
内
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
録
・
申
請
・

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
５
）

　

鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
４
）

　

薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
４
）

　　

平
成
27
年
３
月
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
の
求
人
の
受
付
が
、

６
月
20
日
（
金
）
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。
高
校
生
は
、
９
月
16

日
（
火
）
か
ら
の
選
考
に
合
わ

せ
夏
休
み
中
に
応
募
す
る
企
業

を
絞
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
優
秀
な
人
材
確
保
の

た
め
に
は
、
早
め
の
求
人
申
込

が
必
要
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
今
こ

そ
地
元
を
支
え
る
若
い
人
材
が

ふ
る
さ
と
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
早
め
に
求
人
を
ご
提
出
い
た

だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者

に
活
躍
の
場
を
与
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内

　

学
卒
担
当　

前
野

　

☎
０
９
９
６（
22
）８
６
０
９

ホームページの
　　　バナー広告
ホームページの
　　　バナー広告
さつま町ホームページに広告を掲載してみませんか

◇１　月：8,000円
　サイズ：180ピクセル×45ピクセル
　画　像：jpeg、gif、容　量：8kb以内
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　■お問い合わせ先：総務課　秘書広報係
　　　　　　　　　　☎53-1111（内線2212）

募集中
４
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    63件

　運んだ人      60人

◆内 訳

　急　　病 45件 43人

　交通事故  2件  1人

　そ の 他 16件 16人

◆発生件数　　0件

印



お
便
り
紹
介

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
職
員
採
用
試
験

　
　
　
受
験
者
募
集
!!

源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
と
納
付
の
お
知
ら
せ

　

町
民
、
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
冬
場

の
節
電
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
の
電
力
需
給
も
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
対
象
期
間
　
７
月
１
日
（
火
）
～
９

月
30
日
（
火
）
の
平
日
（
お
盆
期
間

８
月
13
日
～
８
月
15
日
を
除
く
）

◎
時 

間 

帯
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
（
特
に
午
後
１
時
～
午
後
５
時
）

◎
節
電
目
安  

お
客
様
の
生
活
・
健
康

や
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、  

昨
年
夏
に
お
い
て
お
取
り
組
み
い
た
だ

い
た
節
電
を
目
安
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

特
に
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
節
電
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

九
州
電
力
㈱
川
内
営
業
所　

　

☎
０
１
２
０‐

９
８
６‐

８
０
２

へ
の
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す

節
電
節
電

今
年
の
夏
も

16広報さつま17 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2014/６月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

報
さ
つ
ま
の
記
事
の
中
で
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
は
「
誕
生
お

め
で
と
う
」
コ
ー
ナ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
の

名
前
で
す
。
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は

読
め
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
難
読
名
ク
イ

ズ
本
に
な
る
の
で
は
。
そ
う
は
い
う
も

の
の
、
親
の
自
分
の
子
へ
の
愛
情
・
思

い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
も
事
実
。
「
お

く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
」
欄
の
名
前
と

比
べ
る
と
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、

生
ま
れ
た
子
供
た
ち
が
、
80
〜
90
代
ま

で
幸
福
な
人
生
を
歩
み
、
長
生
き
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
よ
く
ろ
ぼ
　
65
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
★

　

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
読
み
方
、
確
か

に
難
し
い
で
す
ね
。
町
の
未
来
を
担
っ

て
い
く
子
供
た
ち
。
元
気
に
育
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。（
秘
書
広
報
係　

   

）

は
ゴ
ミ
の
分
別
を
す
る
際
、
資

源
ゴ
ミ
な
の
か
燃
や
せ
る
ご
み

な
の
か
判
断
に
迷
い
結
局
捨
て
ら
れ
ず

に
家
に
残
し
て
あ
る
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
市
町
村
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
百

科
事
典
」
と
称
し
た
情
報
が
あ
り
、
ゴ

ミ
の
分
別
が
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
て
、

と
て
も
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
正
直
ゴ
ミ
の
分
別
は
、
手
間
も
か
か

り
面
倒
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

実
際
心
無
い
行
為
を
す
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切

な
こ
と
で
す
が
、
も
っ
と
詳
し
く
分
別

の
仕
方
を
示
し
た
も
の
を
町
の
Ｈ
Ｐ
や

冊
子
等
で
よ
り
身
近
に
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
正

し
い
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
と
知
識
を
み

ん
な
で
共
有
し
、
楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
と
良
い
で
す
。
ま
た
、
意
外
と

間
違
い
の
多
い
（
分
別
の
）
ゴ
ミ
の
種

類
を
取
り
上
げ
て
、
特
集
や
コ
ー
ナ
ー

で
紹
介
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
（
ツ
ム
ツ
ム
　
30
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
★

　

主
管
課
で
あ
り
ま
す
町
民
環
境
課
か

ら
お
答
え
し
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

日
町
民
の
皆
様
を
対
象
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
説
明
会
の
際
に
も
同
じ
よ
う
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

分
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
製
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

分
別
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
町
民
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
町
民
環
境
課
環
境
係
）

　

広
報
紙
で
も
、
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

意
見
を
も
と
に
ゴ
ミ
の
分
別
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
秘
書
広
報
係　

   

）

※

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

広　告

広私

花

○トラクターを運転する際は、

　もしもの転落・転倒に備え、

　必ず安全キャブや安全フレームを正しく装着し、

　シートベルトと紐付きヘルメットを着用しましょう。

○作業前に田植機や作業場所の点検・整備を十分に行

　いましょう。

○ほ場への進入路や路肩など段差のある場所では、機

　械の転落・転倒に十分気を付けましょう。

○道路では、低速走行や一時停止等を励行して、他の

　車両に十分注意しましょう。

　　　　　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格
　

　

高
校
卒
業
見
込
み
の
方
及
び
高

校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
方

■
試
験
の
程
度
　

　

高
校
卒
業
程
度

■
申
込
み
方
法
及
び
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
（
受
付
期
間
…
平
成
26
年
６

月
23
日
か
ら
平
成
26
年
７
月
２

日
ま
で
）

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp

/juken.htm
l

②
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

（
受
付
期
間
…
平
成
26
年
６
月

23
日
か
ら
平
成
26
年
６
月
26
日

ま
で
）

　

申
込
み
用
紙
は
、
人
事
院
九
州

事
務
局
、
熊
本
国
税
局
及
び
最
寄

り
の
税
務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

■
第
１
次
試
験
日　

　

平
成
26
年
９
月
７
日
（
日
）

■
受
験
申
込
先

　

希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に
よ

り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

②
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　

☎
０
９
６-

３
５
４-

６
１
７
１

　
　

（
内
線
２
０
７
２
）

　

川
内
税
務
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
８
３
０

　

※
自
動
音
声
案
内

　

源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
は
、
給
与
な
ど
を

支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月
10
日
ま

で
に
納
付
書
（
給
与
所
得
・
退
職

所
得
等
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）
を
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
の
利
用
ま
た
は
郵
送
等
に
よ

る
提
出
も
で
き
ま
す
。
）

　

し
か
し
、
給
与
の
支
給
人
員
が

常
時
９
人
以
下
の
源
泉
徴
収
義
務

者
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
手
続
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉
徴
収
し

た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

を
、
半
年
分
ま
と
め
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
納
期
の
特
例
制

度
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

源
泉
所
得
税

の
区
分

１
～
６
月
に
源

泉
徴
収
し
た

所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税

７
～
12
月
に
源

泉
徴
収
し
た

所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税

納
付
期
限

７
月
10
日

翌
年

１
月
20
日

■
源
泉
所
得
税
の

　
　
納
期
の
特
例
制
度

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
税
務
署

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
８
３
０

安全に十分注意を！安全に十分注意を！
６月は田植え作業の忙しい時期です。特に農作業中に

おける事故に注意する必要があります。

農作業事故の未然防止と安全

対策につとめましょう。

農作業農作業農作業

花



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２５年６月１２日生

ちゃん磯辺颯一郎

両親から一言

父　博　文 さん

母　友　恵 さん

い そ べ そういちろう

山崎麓公民会

やさしくて強い

　男の子になってね！！

ちゃん

平成２５年６月１２日生

森山 結彩

両親から一言

父　賢　一 さん

母　　弓　 さん

も り や ま ゆ あ

五日町公民会

わが家の宝物です！！

504

267
稲富神社

求名小

薩摩中

役場
薩摩支所

郵便局

７月号のお便りコーナーに
掲載された方へプレゼント。
たくさんのご応募お待ちし
ております♪

を携帯ストラップ携帯ストラップ

読者
さつまるちゃん

差し上げます！

18広報さつま19 広報さつま

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
（
16
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
（
18
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

税
務
課　

町
民
税
係　

岩
下　

希
望

町
民
税
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

No．32さつま町よかとこファイル

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

見
守
り
活
動

きりとり線

【応募締切】

６月16日(月)消印有効

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

プレゼント

町長の動静 （平成26年４月）

１
日

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　

    
18
日

　
　

19
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

30
日

　
（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
水
）

職
員
人
事
異
動
辞
令
交
付
式
・
年
度
始
め
職
員
朝
会　

▽
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式
（
福
山
達
男
氏
）

嘱
託
員
辞
令
交
付
式　

▽
来
客
対
応
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
ほ
か
）

太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
辞
令
交
付
式　

▽
来
客
対
応
（
町
料
飲
業
組
合
長
）

介
護
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式　

▽
鹿
児
島
県
庁
三
役
・
部
長
・
各
課
局
訪
問
（
鹿
児
島
市
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
及
び
春
の
地
域
安
全
運
動
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

地
元
県
議
と
の
意
見
交
換

第
５
回
ち
く
り
ん
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

各
公
民
会
等
花
見
（
下
平
川
・
あ
な
が
わ
・
鶴
田
大
角
・
池
之
野
・
白
男
川
・
浅
井
野
・
き
ら
ら
・
高
峰
・
母
ケ
野
・
大
下
）

交
通
安
全
五
百
人
立
哨　

▽
鶴
田
小
学
校
入
学
式
（
午
前
）
・
薩
摩
中
学
校
入
学
式
（
午
後
）

県
立
薩
摩
中
央
高
等
学
校
第
10
回
入
学
式　

鳥
獣
対
策
に
関
す
る
県
と
の
協
議　

▽
宮
之
城
中
学
校
バ
レ
ー
部
九
州
大
会
優
勝
報
告

さ
つ
ま
町
ナ
シ
振
興
会
通
常
総
会　

▽
来
客
対
応
（
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京
セ
ラ
支
配
人
ほ
か
）

町
新
規
採
用
職
員
町
長
講
話　

▽
川
内
川
河
川
事
務
所
・
鶴
田
ダ
ム
管
理
事
務
所
と
の
事
業
協
議

来
客
対
応
（
川
内
川
漁
協
組
合
長
・
船
木
区
役
員
・
大
林
組
・
本
田
建
設
）

健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業
当
選
者
賞
品
交
付　

▽
平
成
26
年
度
転
入
教
職
員
宣
誓
式

船
木
地
区
れ
ん
げ
ま
つ
り
・
各
公
民
会
花
見
（
北
原
・
広
橋
）

石
原
環
境
大
臣
と
三
知
事
・
五
市
町
村
長
と
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会
ほ
か
（
15
日
ま
で　

東
京
都
）

職
員
朝
会　

▽
町
税
等
滞
納
整
理
指
導
官
委
嘱
状
交
付
式　

▽
水
道
課
入
札
（
２
件
）

さ
つ
ま
町
認
定
農
業
者
会
総
会
〜
交
流
会　

町
議
会
総
務
厚
生
常
任
委
員
会　

▽
虎
居
地
区
役
員
と
の
悪
臭
対
策
意
見
交
換
会

南
日
本
新
聞
さ
つ
ま
支
局
長
歓
迎
会

「
人
権
の
花
運
動
」
開
会
式
（
平
川
小
）　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
水
道
課
入
札
（
１
件
）

百
五
歳
到
達
者
記
念
品
贈
呈
式　

▽
さ
つ
ま
町
文
化
協
会
総
会　

▽
第
１
回
さ
つ
ま
町
消
防
団
幹
部
会

校
長
会
・
教
頭
会
合
同
歓
迎
会

町
村
長
海
外
視
察
研
修
参
加
報
告
会
（
鹿
児
島
市
）

県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
・
ダ
ム
発
電
・
社
会
基
盤
・
町
村
会
臨
時
総
会
（
鹿
児
島
市
）

さ
つ
ま
町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会
総
会

平
成
26
年
度
県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
区
公
民
館
長
連
絡
協
議
会

鶴
田
地
区
春
季
畜
産
品
評
会　

▽
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
総
会

平
成
26
年
度
地
区
行
政
推
進
員
・
公
民
会
行
政
連
絡
員
研
修
会　

▽
来
客
対
応
（
県
観
光
連
盟
）

第
10
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
・
関
西
さ
つ
ま
会
と
の
交
流
会
ほ
か
（
28
日
ま
で　

大
阪
府
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
監
査　

▽
健
康
づ
く
り
推
進
員
研
修
会

大
俣
・
栗
野
地
区
鳥
獣
害
対
策
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
完
成
祝
賀
会

境内にあるイチイガシ

女 男 女

す

え

の

み

ら

い

せ

い

や

や
ま
も
と

く

う

ら

ほ

だ

て

あ

ん

な

う

わ

と
こ

そ

う

ま

ほ

り

た

か

ん

な

い
ぶ
す

き

ま
さ
ひ
ろ

す

が

わ

し

え

い

と
う
ご
う

な

つ

は

な

か

の

み

さ

き

に
し
た

に

ゆ

う

わ

た
に
や

ま

み

ゆ

ほ

り

の

う

ち ひ

な

の

つ

る

か
け
る

み

や

の

わ

き
し
ゅ
ん

う

め

き

さ

あ

や

ひ

の

く

ち

女男女男女男女男男女女女男

奥に見えるのが社殿です

　

求
名
地
区
の
国
道
２
６
７
号
線

を
伊
佐
市
方
面
に
走
る
と
、
求
名

小
学
校
入
口
の
左
側
に
稲
富
神
社

は
あ
り
ま
す
。

　

稲
富
神
社
は
、
寛
文
９
年
（
１

６
６
９
年
）
創
建
と
さ
れ
、
昔
は

稲
富
大
明
神
、
稲
荷
大
明
神
と
も

呼
ば
れ
、
求
名
村
の
村
社
と
し
て

尊
崇
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
の
長
い
神
社
の

入
り
口
に
は
朱
の
木
製

鳥
居
が
立
ち
、
石
段
を

上
る
と
境
内
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
神
社
は
、
五
穀

豊
穣
を
司
る
豊
受
姫
大
神
、
道
案
内
を

司
る
猿
田
彦
大
神
、
鎮
魂
と
帰
神
を
司

る
天
鈿
女
命
を
御
祭
神
と
し
て
祀
っ
て

い
ま
す
。

　

境
内
に
は
、
樹
齢
３
２
０
年
の
古
木

が
３
本
、
２
０
０
年
近
く
の
古
木
が
２

本
あ
り
こ
の
古
木
群
は
町
指
定
文
化
財

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の

周
り
を
大
き
な
木
々
が
立
ち
並
び
、
境

内
に
立
っ
て
い
る
と
包
み
込
ま
れ
る
よ

う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

普
段
は
静
か
な
場
所
な
の
で
、
皆
さ

ん
も
稲
富
神
社
を
訪
れ
て
大
き
な
樹
木

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

井
上
　
幸
一
　
76
　
城
之
口

内
山
　
正
徳
　
89
　
川
原
町

貝
﨑
　
俊
彦
　
83
　
船
木
東

森
園
　
明
美
　
55
　
角
郷

川
内
　
フ
ヂ
　
84
　
上
狩
宿

木
村
イ
ク
子
　
80
　
中
央

西
之
園
ミ
ツ
ヱ
　
98
　
田
原

溝
下
　
透
　
　
77
　
上
平
川

宇
宿
　
五
雄
　
88
　
麓

大
磯
　
巖
　
　
82
　
城
之
口

森
　
　
一
枝
　
68
　
天
神

宮
脇
　
ヒ
デ
　
87
　
下
中
福
良

山
下
　
ミ
キ
　
86
　
北
方
町

紺
屋
フ
ミ
エ
　
98
　
時
吉
新
町

長
迫
　
　
敏
　
93
　
広
瀬

山
本
　
イ
ク
　
99
　
城
之
口

滿
留
伊
津
子
　
95
　
北
原

中
薗
　
辰
郎
　
74
　
熊
田

末
野
　
未
蕾 

　
　
拓
　
　 

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

山
本
　
誠
也
　
　 

誠
道
　 

轟
原

樋
之
口
紗
綾
　
　 

誠
　
　 

五
日
町

甫
立
　
空
來
　
　 

幸
次
朗 

東
町

梅
樹
　
隼
　
　
　 

憲
　
　 

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

上
床
　
杏
奈
　
　 

美
千
代 

時
吉
中
城

堀
田
　
想
真
　
　 

雄
一
　 

上
仲
町

指
宿
　
柑
奈
　
　 

修
二
　 

船
木
東

宮
之
脇
　
翔
　
　 

智
彦
　 

愛
宕

水
流
陽
菜
乃
　
　 

泰
貴
　 

轟
原

須
川
　
将
大
　
　 

義
将
　 

大
願
寺

東
郷
　
士
瑛
　
　 

裕
也
　 

上
手

中
野
　
夏
葉
　
　 

健
　
　 

船
木
東

堀
之
内
美
結
　
　 

力
也
　 

観
月
台

　
谷
　
弥
咲
　
　 

和
記
　 

湯
之
元

谷
山
　
夕
和
　
　 

博
一
　 

上
下
大
迫

　

日
本
は
、
２
０
１
１
年
以
降
出
生

数
よ
り
死
亡
数
が
多
く
、
継
続
し
て

人
口
が
減
少
し
て
い
く
社
会
に
入
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
４
０
年
の
さ
つ
ま
町
の
人
口

推
計
で
は
、
総
人
口
１
５
，
４
４
５

人
、
高
齢
化
率
41
．
３
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
高
齢
化
率
36
．
３
％
（
50

％
超
え
の
公
民
会
17
〜
宮
之
城
地
区

６
、
鶴
田
地
区
４
、
薩
摩
地
区
７
）

よ
り
更
に
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
約

５
，
０
０
０
世
帯
で
全
世
帯
の
半
数

に
近
く
、
そ
の
う
ち
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
約
１
，
９
０
０
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
在
宅
で
の
ひ
と
り
暮

ら
し
や
身
体
が
不
自
由
な
高
齢
者
は

こ
れ
か
ら
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
近
年
で
は
孤
独
死
、
認
知
症

に
よ
る
徘
徊
な
ど
も
社
会
的
に
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
高

齢
者
や
障
害
者
へ
の
朝
夕
の
声
か
け

や
見
守
り
活
動
等
を
行
う
地
域
福
祉

の
充
実
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
町
で

は
こ
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
年
も
各
公
民
会
ご
と
に

「
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
２
８

０
名
の
方
々
に
委
嘱
を
行
い
、
民
生

委
員
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
町
民
の

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ルビ
あり

作り
文字
あり

ご

こ
く

と
よ
う
け
の
お
お
か
み

さ
る
た
ひ
こ
お
お
か
み

あ
ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

ほ
う
じ
ょ
う
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新内　健太
し ん う ち け ん た

さん
佐志小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,795人（＋40人） 

　男　　10,565人（＋35人）

　女　　12,230人（＋ 5人）

    世帯数　9,754世帯

 転入   193人　転出 　146人

 出生　  13人　死亡    20人

 （平成26年５月１日現在）

     （　）は前月対比

おいしい料理をたくさんの人に食べさせたい
　ぼくの夢は料理人になることです。料理人になりたいという夢

を持ったのには、２つ理由があります。まず一つ目は、父は料理

をすることが大好きで、父が作ってくれた料理は何でもおいしか

ったからです。父の料理をこえるようなおいしい料理を作れるよ

うになりたいです。二つ目は川越シェフが作った料理やお店がと

てもかっこよかったからです。ぼくは、将来自分のお店を出した

いと思うようになりました。これから色々な勉強をして、家族や

多くの人においしい料理を食べさせてあげたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

６　月

７　月

６　月

７　月

8日

15日

22日

29日

6日

13日

薩摩郡医師会病院

相良医院

林田内科

宮之城病院

さくらクリニック

薩摩郡医師会病院
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５３－０１６０

５３－１１７７

５３－０１８０

５３－１４５１

５３－０３２６
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15日

22日

29日

6日

13日

青空薬局

うさぎ薬局

ウチ薬局

ふなき薬局

きりん薬局

青空薬局
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５２－４１１６
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